
女性デジタル人材・女性起業家育成事業 【日野町】

【実情】
女性のデジタル人材育成プランを実行したところ、年齢に関係なく
デジタルの知識向上に興味を持たれていることが分かった。
【課題】
デジタル人材育成プランに着手したところであり、さらなる周知・広
報を行い、参加者の増加による女性の所得向上につなげる必要
がある。

地域の実情と課題

• 町内企業・事業所
• ハローワーク東近江
• 日野町商工会
• マザーズジョブステーション

連携団体

参加者のデジタルスキルに大きな個人差があり、内容の理解度に
差が生じた。基礎的な操作に不安を感じる参加者がいる一方で、
より実践的な内容を求める声もあり、多様なニーズへの対応が課
題として挙げられた。

今後の課題

【実績】
事業による女性の復職者、就労者の増加数：18人
セミナー受講者数：16人

セミナーを受講する中で、デジタル分野におけるスキルを身につけ
ることでデジタル分野への心理的なハードルが低下し、「職場の広
報」や「商品販売」といった働く中で具体的に活用できるシーンの
検討など、活用に向けた後押しをすることができた。

事業の効果

【目的】
デジタル技術の発達と普及が進む今日、デジタルの知識を身につ
け、就労時における仕事の選択肢を広げるとともに、さまざまな雇
用形態も選択でき、働き続けられる環境を目指す。
【目標】
事業による女性の復職者、就労者の増加数：27人
セミナー受講者数：20人

目的・目標

デジタル分野でのスキルの習得や女性起業家の育成についての
セミナーを開催し、柔軟な働き方を選択することができるよう、学習
機会を提供し、就労・起業へつながるよう、商工会やハローワーク
等と連携し支援を行う。
また、時代のニーズに合わせてセミナーの内容を工夫することで、
より需要の高いスキルを身に着けることができる内容にしている。

事業の特徴

個別事業費 494 千円

交付金額 247 千円

事業番号 ②



事業の概要

• 女性デジタル人材・女性起業家育成事業

デジタル社会に対応していく中で、女性がテレワーク等の柔軟な働き方を選
択できるよう、デジタル分野でのスキルの習得や女性起業家の育成について
のセミナーを開催し、女性の就労・起業・副業へのチャレンジを支援する。

▼セミナーの様子

▼セミナーのチラシ

合計参加者 ：１６名
3時間という長時間のセミナーだったが、実践的

かつ複雑な内容であったため、ちょうどいいとい
う意見が多かった。ただし、より多くの方に参加
いただけるよう、初心者歓迎というニュアンスで
参加を呼び掛けたが、普段動画撮影やＳＮＳア
プリを利用しない参加者にとっては難しいという
感想を受けた。
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